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出する方法4)等がよく用いられているが，多くの例で

は照明条件等による変動を除くため，手動による不

良データの除去も併用されている．輪郭や周囲長の

抽出には，動的輪郭法（Snakeなど）を適用した例が

多い6),9)． 

口唇動作の評価法としては，口唇左右上下の時系列

的な動きからマハラビノス距離を用いて個人識別す

る手法1)，口唇の縦幅，横幅，周囲長等のパラメータ

から部分空間法を用いて識別する手法2)，口唇動作の

時間的変化からトランジェクトリ特徴量を求め、口唇

の横幅と縦幅から要素ベクトルを求めDPマッチング

で類似度を検出する手法3)，口唇特徴点の動作履歴の

パワースペクトルの相関を比較する我々の手法7)，DP

マッチングにより認識する手法9)など，多くの提案が

行われ口唇動作を用いて個人認証や発話認識が可能

なことが示されている． 

実際に個人認証や発話認識に用いられる単語は，個

人認識については，あらかじめ決められた単語を発話

させ検討したもの5)が多く，発話認識では，病院で用

いられる限定的な単語8)や，前進，後退，止まれなど

車椅子の制御に用いられる単語9)など特定の単語認識

に焦点を絞ったものが多い． 

以上に述べた様な研究から，口唇動作を用いて，個

人認証や発話認識を行うことは極めて有望な手段で

あることが示唆される．しかし，いずれも特定の単語

に限って検証が行われており，実用化をめざすにはよ

り汎用的な検証が必要である．そこで，我々は，あえ

て同じ語数のみを用いたとき認識可能か，同じ個人で

も日にちや昼夜など発話時間を変えたときに変動が

生じるか，また，本方式で認識が困難な単語対はある

のかすなわち本方式の限界について検討することを

目的とした。 

対象とする単語としては、同じ語数の単語が大量に

あり，その中から無作為に選択することが可能な和歌

に着目した．このような理由から，本稿では百人一首

を用い，上述した項目を検討した． 

今回の提案では，口唇動作による鉄道の駅の券売機

の駅名入力など，騒音下で視覚障害者や高齢者が快適

に使用できるヒューマンインタフェースの開発を念

頭においている．鉄道の駅名では，同一語数の駅名も

多い．また，不特定多数の人が利用する．語数が同じ

でも，認識できる可能性があること，同一発話者がい

つ発話しても認識できる可能性があることを示すこ

とは，本提案を実用に結びつけるために重要な要素と

なり，これまでの研究に比べ新規性があると考えてい

る．他方，認識が困難な例を検証する事により，鉄道

なら沿線の駅情報など，他の知識情報を組み合わせる

手法の開発に役立てることができる． 

 

2. 母音認識に用いる各口唇の特徴点 
 

発話に伴う口唇の主な動きは，上下方向の開閉お

よび左右方向の伸縮に二分されている1)．そこで本論

文では，口唇特徴点としてFig.1に示す口唇部の上下

左右端の４点と下顎端の１点を含めた計５点に注目

した．  

 
 

Fig.1   Characteristic points of lip. 
 

これらの口唇特徴点は，各母音発話時に口唇が最も

動作し，以下のような動作をする．  
「あ」：左右特徴点間はほぼ動作せず，上下特徴点

間・下顎は非常に大きく動作する．  
「い」：左右特徴点間は大きく開くが，上下特徴点

間・下顎はあまり大きく動作しない．  
「う」：左右特徴点間はすぼむため縮まり，上下特

徴点間・下顎はあまり大きく動作しない．  
「え」：左右特徴点間は大きく開き，上下特徴点間

はあまり大きく動かず・下顎は動作する．  
「お」：左右特徴点間はすぼむため縮まり，上下特

徴点間・下顎は大きく動作する．  
これら特徴点の動きの違いから母音の分別を行い，

発話内容を読み取る．  
 

3. 提案手法 
 

提案手法のシステム構成を Fig.2 に示し，手順の概

要を以下に述べる． 

Fig.2   System configuration. 
 

(1) 被験者に指標とする母音を発音させ，その発

音時の口唇動作を Web カメラ（Logicool 製：QuickCam 
for Notebooks Pro）を用いて撮影し，発音時から発音

終了までの発話全体の動画像を得る．  
(2) 得られた動画像を一秒当たり 30 フレームの

BMP 形式の画像に分割し，Fig.1 に示す各口唇特徴点

の座標点を以下に示す基準を用いて手動で取得する． 
① 口唇特徴点は外側口唇輪郭に注目し，口唇部

の赤色と肌色の境目の画素を特徴点とする．  
② 特徴点の取得において，取得者は一人のみと

し，①の基準を統一して習得を行う．  
(3) 発話開始のフレームで得られた口唇特徴点の

座標を基準とし，各フレームの座標値から発話開始

のフレームの座標値を引くことにより，口唇特徴点

座標の移動量を求める．これは解析をする口唇特徴

点ごとで行う．  
(4) (1)～ (3)で得られた口唇移動量の時系列データ

を動作履歴とし，その動作履歴全体を関数と見て，
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Abstract 
Currently, many voice recognition technologies are available; however, the use of these technologies in noisy environments is difficult. 

Therefore, a wide range of techniques for individual authentication and utterance recognition using lip movements without voice data have 
been proposed and are achieving excellent results. To date, verification of these methods has involved only specific words, and we believe 
more general verification is needed to aim for practical use. In our proposed method, the spectrum of lip movements during words utterance is 
calculated by Fourier transforms, and the correlation of the spectrums between uttered words is estimated. Using this method, we studied the 
possibility of recognizing words with the same number of characters that were considered likely to be difficult to recognize. Furthermore, we 
analyzed the correlation of the power spectrum when the same speaker said the same words but on different days and at different times, and our 
results showed strong correlation between these power spectrums. We also introduced difficult examples of recognition by correlation of the 
power spectrum using words with similar or matching vowel sounds. Finally, we discuss the validity of our proposed method to recognize 
words only by lips movements without saying the words aloud. 
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1. まえがき 
 

意思伝達するためのコミュニケーションの手法と

して，文字や絵・発話などの様々な手法が用いられて

いる．その中でも発話は、最も有用なコミュニケーシ

ョンの手法として位置づけられている．そして，この

発話における音声情報や口唇形状の変化は，個人毎で

の特徴を有しており，発話認識および個人識別を行う

上で有効なパラメータとして重要視されている．それ

ゆえ，昨今では発話認識を用いた工学機器（カーナビ

ゲーション，バイオメトリクスなど）の普及が進み，

音声情報が手入力に変わる新たなスタンダードとし

て注目されている．しかし，発話認識技術の現状は，

静穏環境下という状況を前提として使用されなけれ

ば，高い認識率を得ることが困難である．これは，外

部からのノイズなどが対象音声への干渉を行うこと

が主な要因であり，環境によって大きく異なって変化

するノイズには，定型化されたノイズフィルター等の

処理を行っても，対象音声の抽出・ノイズ除去するこ

とは困難である．また，一般的な発話認識のソフトウ

ェアは，静的環境内のユーザーが発話認識を意識して

発話を行い，雑音を含まない音声情報が得られた場合

に良好な認識率を提示するが，前述したような雑音を 

含まない音声情報の取得が困難な環境下におかれる

と，対象の音声情報に干渉がかかり，認識率の低下を

引き起こしてしまう．よって，発話認識を幅広く活用

するためには，対象音声が外因ノイズの影響下にある

状況であっても，発話内容を抽出することが重要であ

る．そこで，外因ノイズの性質に干渉されない発話認

識のために，口唇形状の発話に伴う視覚的時間変化

（以下，口唇動作と表現する）に注目し，個人認証1)～5)，

読唇による発話認識6)～7)，コミュニケーション支援8)

などを目的とした研究が行われている． 

口唇研究を進めるうえでは，口唇部の抽出，口唇動

作の数値化，口唇動作の評価という３つのステップが

必要である． 

口唇部の抽出法としては，色差情報を用いて肌色部

分から口唇部分を抽出する手法がよく用いられてい

る9),10)． 

口唇動作の数値化には，口唇左右上下の時系列的

な動きを図る方法1),6,8)，口唇の縦幅、横幅、周囲長

を求める方法2),3)．フーリエ記述子により唇形状を抽
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出する方法4)等がよく用いられているが，多くの例で

は照明条件等による変動を除くため，手動による不

良データの除去も併用されている．輪郭や周囲長の

抽出には，動的輪郭法（Snakeなど）を適用した例が

多い6),9)． 

口唇動作の評価法としては，口唇左右上下の時系列

的な動きからマハラビノス距離を用いて個人識別す

る手法1)，口唇の縦幅，横幅，周囲長等のパラメータ

から部分空間法を用いて識別する手法2)，口唇動作の

時間的変化からトランジェクトリ特徴量を求め、口唇

の横幅と縦幅から要素ベクトルを求めDPマッチング

で類似度を検出する手法3)，口唇特徴点の動作履歴の

パワースペクトルの相関を比較する我々の手法7)，DP

マッチングにより認識する手法9)など，多くの提案が

行われ口唇動作を用いて個人認証や発話認識が可能

なことが示されている． 

実際に個人認証や発話認識に用いられる単語は，個

人認識については，あらかじめ決められた単語を発話

させ検討したもの5)が多く，発話認識では，病院で用

いられる限定的な単語8)や，前進，後退，止まれなど

車椅子の制御に用いられる単語9)など特定の単語認識

に焦点を絞ったものが多い． 

以上に述べた様な研究から，口唇動作を用いて，個

人認証や発話認識を行うことは極めて有望な手段で

あることが示唆される．しかし，いずれも特定の単語

に限って検証が行われており，実用化をめざすにはよ

り汎用的な検証が必要である．そこで，我々は，あえ

て同じ語数のみを用いたとき認識可能か，同じ個人で

も日にちや昼夜など発話時間を変えたときに変動が

生じるか，また，本方式で認識が困難な単語対はある

のかすなわち本方式の限界について検討することを

目的とした。 

対象とする単語としては、同じ語数の単語が大量に

あり，その中から無作為に選択することが可能な和歌

に着目した．このような理由から，本稿では百人一首

を用い，上述した項目を検討した． 

今回の提案では，口唇動作による鉄道の駅の券売機

の駅名入力など，騒音下で視覚障害者や高齢者が快適

に使用できるヒューマンインタフェースの開発を念

頭においている．鉄道の駅名では，同一語数の駅名も

多い．また，不特定多数の人が利用する．語数が同じ

でも，認識できる可能性があること，同一発話者がい

つ発話しても認識できる可能性があることを示すこ

とは，本提案を実用に結びつけるために重要な要素と

なり，これまでの研究に比べ新規性があると考えてい

る．他方，認識が困難な例を検証する事により，鉄道

なら沿線の駅情報など，他の知識情報を組み合わせる

手法の開発に役立てることができる． 

 

2. 母音認識に用いる各口唇の特徴点 
 

発話に伴う口唇の主な動きは，上下方向の開閉お

よび左右方向の伸縮に二分されている1)．そこで本論

文では，口唇特徴点としてFig.1に示す口唇部の上下

左右端の４点と下顎端の１点を含めた計５点に注目

した．  

 
 

Fig.1   Characteristic points of lip. 
 

これらの口唇特徴点は，各母音発話時に口唇が最も

動作し，以下のような動作をする．  
「あ」：左右特徴点間はほぼ動作せず，上下特徴点

間・下顎は非常に大きく動作する．  
「い」：左右特徴点間は大きく開くが，上下特徴点

間・下顎はあまり大きく動作しない．  
「う」：左右特徴点間はすぼむため縮まり，上下特

徴点間・下顎はあまり大きく動作しない．  
「え」：左右特徴点間は大きく開き，上下特徴点間

はあまり大きく動かず・下顎は動作する．  
「お」：左右特徴点間はすぼむため縮まり，上下特

徴点間・下顎は大きく動作する．  
これら特徴点の動きの違いから母音の分別を行い，

発話内容を読み取る．  
 

3. 提案手法 
 

提案手法のシステム構成を Fig.2 に示し，手順の概

要を以下に述べる． 

Fig.2   System configuration. 
 

(1) 被験者に指標とする母音を発音させ，その発

音時の口唇動作を Web カメラ（Logicool 製：QuickCam 
for Notebooks Pro）を用いて撮影し，発音時から発音

終了までの発話全体の動画像を得る．  
(2) 得られた動画像を一秒当たり 30 フレームの

BMP 形式の画像に分割し，Fig.1 に示す各口唇特徴点

の座標点を以下に示す基準を用いて手動で取得する． 
① 口唇特徴点は外側口唇輪郭に注目し，口唇部

の赤色と肌色の境目の画素を特徴点とする．  
② 特徴点の取得において，取得者は一人のみと

し，①の基準を統一して習得を行う．  
(3) 発話開始のフレームで得られた口唇特徴点の

座標を基準とし，各フレームの座標値から発話開始

のフレームの座標値を引くことにより，口唇特徴点

座標の移動量を求める．これは解析をする口唇特徴

点ごとで行う．  
(4) (1)～ (3)で得られた口唇移動量の時系列データ

を動作履歴とし，その動作履歴全体を関数と見て，
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動作軌跡が一方向に，どの程度動作するのかという

特徴量しか持たないため，口唇の動作履歴が似通い

やすいからである．したがって下顎端特徴点では高

い相関係数を示しているが，左端特徴点では低い値

を示している．  
また，百人一首上の句には，Table 4 の「あまつか

ぜ」と「やまかわに」に示すよう，左端特徴点では

高い相関係数を示すが，下顎端特徴点では低い相関

係数を示す上の句同士もある．これらの結果から，

一点のみの特徴点解析からでは誤認を引き起こす可

能性が生じてしまうが，二点の特徴点解析を併せて

用いることにより，誤認を回避した発話認識が可能

であると考えられる．  

Fig. 3-a  Trajectory of lip movement when uttering 
Amanohara by subject1. (Left characteristics point) 

Fig. 3-b  Trajectory of lip movement when uttering 
Amanohara by subject1.(Jaw characteristics point) 

Fig. 4-a  Power spectrum of the trajectory of lip movement 
when uttering Amanohara by subject1.(Left characteristics 

point) 

 
Fig. 4-b  Power spectrum of the trajectory of lip movement 
when uttering Amanohara by subject1.(Jaw characteristics 

point) 

 
Table 1 Correlations of trajectory of the left characteristic point when 

uttering same phrase twice  

Table 2 Comparison of the correlations of power spectrum when uttering 
three phrases for subject1. (Left characteristics point) 

 

Table 3 Comparison of the correlations of power spectrum when uttering 
three phrases for subject1. (Jaw characteristics point) 

Correlations when uttering three phrases (Jaw 
characteristics point) 

Wabinureba Amanohara Morotomoni 
Wabinureba 0.953 0.842 -0.096 
Amanohara 0.972 -0.147 
Morotomoni 0.996 

 
Table 4  Correlations when uttering [Amatsukaze] and [Amanohara] 

of each characteristics point. 

Correlations when uttering [Amatsukaze] and  
[Amanohara] of each characteristic point. 

Yamakawani 
(Left point) 

Yamakawani 
(Jaw point) 

Amatsukaze(Left point) 0.886 
Amatsukaze(Jaw point) -0.204 

 

5.2 同一上の句発話時の各話者間の検討 

ここでも 5.1 で述べた上の句「わびぬれば」，「あま

のはら」，「もろともに」を用い，左端特徴点の結果

について述べる．Fig.5 は，「わびぬれば」を発話した

時の各話者の動作履歴グラフを示したものである．

Fig.6 に，3 名の被験者がそれぞれの句を発話したと

きの口唇動作スペクトルを示す．表では，Fig.6 に示

したようなパワースペクトルの結果から求めた同一

の上の句発話時の各話者間の相関関係を上の句ごと

に示し，Table 5 は「わびぬれば」，Table 6 は「あま

のはら」，Table 7 は「もろともに」を示す．  
 発話のタイミングおよび長さは話者によって異な

るが，特徴点の動作軌跡は固有の動作をもつことが

Fig.5 より見受けられる．Fig.6 から分かるように，同

一の上の句を対象とした各話者間の動作履歴は同様

の固有動作をもち，これにより得られるパワースペ

クトルも同様の傾向を有するため，その相関係数は

安定して高い値を示すことが Table 5,6,7 よりわかる．

下顎端特徴点でも同様の結果が得られ，これらの結

果から，個人間で使用する発話認識だけではなく，

Correlations  of trajectory of the left characteristic point 
when uttering same phrase twice  

  Wabinureba Amanohara Morotomoni

Subject1 0.404 0.404 0.683 

Correlations when uttering three phrases (Left characteristics 
point) 

Wabinureba Amanohara Morotomoni
Wabinureba 0.983 0.098 -0.093 
Amanohara 0.923 -0.201 
Morotomoni 0.994 
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フーリエ変換を施し，その関数におけるパワースペ

クトルを計測する．フーリエスペクトルは，時間関

数をフーリエ変換したもので，周波数の波の振幅幅

を表す．これを二乗したエネルギーがパワースペク

トルである．  
 
(5) 一回目および二回目の発話データから得られる

パワースペクトルの出力量から相関係数を計測する．

解析する各口唇特徴点における相関が強相関である

場合，各周波数で得られるスペクトルの出力量が似

通うため，同一の発話をしたものと仮定し，逆に一

点でも強相関が得られない場合は，別の母音列を発

話したものと仮定した．  
 

4. 使用データと実験環境 
 

本研究の目的は語数が同じ母音列で認識できるか

どうかを検証することである．そこで，実験に用い

た発話単語は百人一首の上の句５文字である．これ

らの単語は，母音列数（５文字）が統一されており，

語数が統一されていることで，認識区別の要因が各

母音発話時の口唇動作の違いによるものと断定でき

る．また，実験者の作為なく多数の母音列を容易に

取得できたため採用した．  
解析する特徴点は口唇左端特徴点・下顎端特徴点

の２点に注目した．これまでの我々の研究から (7)，
口唇の左右端特徴点は，「あ」，「い・え」，「う・お」

の特徴点動作に分類でき，他の特徴点より細かく分

類できる．同様に下顎部特徴点は，他の特徴点と比

較して大きく動作し，「あ・え・お」と「い・う」の

特徴点動作に分類できる．左特徴点部の動作からで

は区別することが困難な「い・え」と「う・お」の

分類が下顎端特徴点では可能であり，この２点の特

徴点における解析を組み合わせることで，各母音

「あ・い・う・え・お」全ての区別がつきやすいこ

とが示されている．  
本実験で用いた発話時の動画像データの取得環境

を以下に示す．  
(1) 被験者は健康で発話に支障のない２０代の本

学男子学生３名で行う  
(2) 一般的な白色蛍光灯による照明環境の下，口

紅を塗布せず，髭はない  
(3) Web カメラの解像度は，携帯電話などで普及

している QVGA サイズ (320*240)とする  
(4) 発話の際，動作する下顎端特徴点を画面内に

捉えつつ，顔を大きく捉えて解像度をあげるために，

話者とカメラまでの距離を約 50cm に固定し，話者に

はカメラの正面を向いてもらい，発話中は頭を動か

さない  
(5) 一母音を発話するごとに口を閉じてもらい，

はっきりと口を開けて発話をする  
(6) 一回目の上の句を発話し終えたら，数秒のイ

ンターバルを設けた，引き続き同一の上の句を発話

してもらう．  
尚，この実験結果で報告する発話単語の上の句は，

実際には百人一首のほとんどの上の句を用いたが，  

分析結果としてはその一例を挙げ，各々の検討項目

ごとに解析結果を記載する．  
 

5. 実験結果および検討 
 

5.1 同一被験者の同一上の句発話時の検討 

ここでは，話者が同一の上の句を発話した際の動

作履歴グラフ・口唇動作スペクトルおよび相関関係

を示す．ここで示す上の句の母音列は，左端特徴点

における動作履歴に差異があると推測される上の句，

「わびぬれば」，「あまのはら」，「もろともに」の３

つである.検討したデータの総数は被験者３×上の

句の数３×２回の 18 個である．  
Fig.3-a および Fig.3-b は左端特徴点および下顎端特

徴点における，上の句「あまのはら」を発話した際

の口唇動作履歴グラフを示したものであり，Table 1
は他の被験者の発話も同様であったので，うちの１

人の例について動作履歴について，同一の上の句発

話時の一回目と二回目の相関係数を表したものであ

る．上の句発話時は Fig.3-a,b から分かるよう，各特

徴点で固有の動作をもつことが見受けられた．しか

しながら，同一人物による実験でありながら，発話

のタイミングおよび発話区間は異なり，特徴点の移

動量も変化するため，動作履歴そのものでは Table 1
から分かるように安定して高い相関係数を得ること

は難しい．Fig.4-a 及び Fig.4-b では，Fig.3-a および

Fig.3-b に示した各特徴点での動作履歴から得られる

パワースペクトルを示したものであり，各周期で得

られるスペクトルの出力量は異なるものの，ピーク

を持つ周期および似通うスペクトル出力の比をもつ

ことが分かる．Table 3,Table 4 は左端特徴点、下顎端

特徴点のパワースペクトルの相関係数を求めたもの

である．この表からパワースペクトルの相関係数は

同じ上の句間では高い値を示すことが分かる．  
ここで示したように、パワースペクトルを求める

ことにより，各母音の発話タイミング，発話時間の

長さの影響を除去し，口唇動作の変化量だけを抽出

することができる．パワースペクトルの値は周波数

の増加とともに，高周波の口唇動作を示し，これま

での研究結果から，ほぼ 7Hz で収束することが分か

っている．  
なお，ここで述べる相関係数は母音単位ではなく，

上の句を構成している母音を総合したパワースペク

トルの相関係数である．また，動作履歴には子音の

発音も含まれるが，子音は主に声帯の気流制御もし

くは気流振動と，歯，舌，唇によって呼気を制御す

る調音によって実現される．[p]の様な破裂音を除き，

口唇の動きには反映されない．それゆえ，子音の影

響は少ないと考え，ここで求めたパワースペクトル

は上の句発話時の母音列のパワースペクトルと見な

して，相関係数の計算を行った．  
しかし，下顎端特徴点の動作履歴のパワースペク

トルを示す Table 3 の「わびぬれば」と「あまのはら」

間に示すよう，特徴点の動作が似通うことで，異な

る母音列であっても高い相関係数を得ることがある．

この要因は，下顎端特徴点は左端特徴点とは異なり，

口唇特徴点動作のパワースペクトルの相関を用いた非発声の発話認識手法の可能性に関する検討
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動作軌跡が一方向に，どの程度動作するのかという

特徴量しか持たないため，口唇の動作履歴が似通い

やすいからである．したがって下顎端特徴点では高

い相関係数を示しているが，左端特徴点では低い値

を示している．  
また，百人一首上の句には，Table 4 の「あまつか

ぜ」と「やまかわに」に示すよう，左端特徴点では

高い相関係数を示すが，下顎端特徴点では低い相関

係数を示す上の句同士もある．これらの結果から，

一点のみの特徴点解析からでは誤認を引き起こす可

能性が生じてしまうが，二点の特徴点解析を併せて

用いることにより，誤認を回避した発話認識が可能

であると考えられる．  

Fig. 3-a  Trajectory of lip movement when uttering 
Amanohara by subject1. (Left characteristics point) 

Fig. 3-b  Trajectory of lip movement when uttering 
Amanohara by subject1.(Jaw characteristics point) 

Fig. 4-a  Power spectrum of the trajectory of lip movement 
when uttering Amanohara by subject1.(Left characteristics 

point) 

 
Fig. 4-b  Power spectrum of the trajectory of lip movement 
when uttering Amanohara by subject1.(Jaw characteristics 

point) 

 
Table 1 Correlations of trajectory of the left characteristic point when 

uttering same phrase twice  

Table 2 Comparison of the correlations of power spectrum when uttering 
three phrases for subject1. (Left characteristics point) 

 

Table 3 Comparison of the correlations of power spectrum when uttering 
three phrases for subject1. (Jaw characteristics point) 

Correlations when uttering three phrases (Jaw 
characteristics point) 

Wabinureba Amanohara Morotomoni 
Wabinureba 0.953 0.842 -0.096 
Amanohara 0.972 -0.147 
Morotomoni 0.996 

 
Table 4  Correlations when uttering [Amatsukaze] and [Amanohara] 

of each characteristics point. 

Correlations when uttering [Amatsukaze] and  
[Amanohara] of each characteristic point. 

Yamakawani 
(Left point) 

Yamakawani 
(Jaw point) 

Amatsukaze(Left point) 0.886 
Amatsukaze(Jaw point) -0.204 

 

5.2 同一上の句発話時の各話者間の検討 

ここでも 5.1 で述べた上の句「わびぬれば」，「あま

のはら」，「もろともに」を用い，左端特徴点の結果

について述べる．Fig.5 は，「わびぬれば」を発話した

時の各話者の動作履歴グラフを示したものである．

Fig.6 に，3 名の被験者がそれぞれの句を発話したと

きの口唇動作スペクトルを示す．表では，Fig.6 に示

したようなパワースペクトルの結果から求めた同一

の上の句発話時の各話者間の相関関係を上の句ごと

に示し，Table 5 は「わびぬれば」，Table 6 は「あま

のはら」，Table 7 は「もろともに」を示す．  
 発話のタイミングおよび長さは話者によって異な

るが，特徴点の動作軌跡は固有の動作をもつことが

Fig.5 より見受けられる．Fig.6 から分かるように，同

一の上の句を対象とした各話者間の動作履歴は同様

の固有動作をもち，これにより得られるパワースペ

クトルも同様の傾向を有するため，その相関係数は

安定して高い値を示すことが Table 5,6,7 よりわかる．

下顎端特徴点でも同様の結果が得られ，これらの結

果から，個人間で使用する発話認識だけではなく，

Correlations  of trajectory of the left characteristic point 
when uttering same phrase twice  

  Wabinureba Amanohara Morotomoni

Subject1 0.404 0.404 0.683 

Correlations when uttering three phrases (Left characteristics 
point) 

Wabinureba Amanohara Morotomoni
Wabinureba 0.983 0.098 -0.093 
Amanohara 0.923 -0.201 
Morotomoni 0.994 

齋藤　翼・大城政人・尾上　拓・笠原篤之・新川達矢・山田光穗
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Fig.7 および Fig.9 に示すよう，同一話者の同一の

上の句における発話であっても，その発話のタイミ

ングおよび区間は，日時によって異なる．しかし，

特徴点の動作履歴が固有の動作を持つことは変わら

ない．その結果，計８個の動作履歴から得られるパ

ワースペクトルの相関係数は Table 8 に示すよう，全

体を通して 0.9 以上の値を計測し，日時が異なる発話

であっても安定して強相関が得られることを示した． 
 

Table 8  Correlations of when uttering [Wabinureba] on different days and 
at different times (Left characteristics point). Mor.:Morning,Eve.:Eveneing 

 
5.4 似通うおよび同一の上の句間の検証 

百人一首すべての上の句を解析していく上で，母

音列の構成が同一である上の句の数は少ないが，似

通う母音列で構成されている上の句は多い．このよ

うな似通う母音列を動作履歴としてもつ上の句間で

は，その内の一つの母音において動作が大きく異な

っていたとしても，動作履歴全体は類似した動作履

歴を辿ることに変わりはなく，異なる上の句間であ

っても似通うパワースペクトルを計測してしまう．

ここでは，共通の母音が多い似通う母音列構成の上

の句間として「あまつかぜ」と「あまのはら」，全く

同一の母音列構成をもつ上の句間として「あうこと

の」と「はるのよの」を例として結果を示し，これ

らの上の句間における発話認識の検証を行う．尚，

ここでも５ .３と同様に，他の被験者も同様の結果で

あったので、代表として被験者１の実験結果を報告

する．似通う母音列指標である，「あまつかぜ」と「あ

まのはら」における，左端端特徴点での動作履歴を

Fig.11 に示し，下顎端特徴点における動作履歴を

Fig.12 に示す．また，それぞれの口唇動作スペクトル

を Fig.13，Fig.14 に示す．そして，左端特徴点と下顎

端特徴点における相関関係を Table 9 に示す．また，

同一の母音列指標である，「あうことの」と「はるの

よの」における，左端特徴点における動作履歴を

Fig.15 に示し，下顎端特徴点における動作履歴を

Fig.16 に示す．同様に，それぞれの口唇動作スペクト

ルを Fig.17，Fig.18 に示す．そして，左端特徴点と下

顎端特徴点における相関関係を Table 10 に示す．  
 
 
 

 
 

Fig. 11  Trajectory of the left characteristics point when 
uttering resemble vowels (Amatsukaze and Amanohara) 

Fig. 12  Trajectory of the jaw characteristics point when 
uttering resemble vowels (Amatsukaze and Amanohara) 

Fig. 13  Power spectrum of the trajectory of the left 
characteristics point when uttering resemble vowels 

(Amatsukaze and Amanohara) 

Fig. 14  Power spectrum of the trajectory of the jaw 
characteristics point when uttering resemble vowels 

(Amatsukaze and Amanohara) 

Table 9  Correlations when uttering each phrase of resembling 

 vowel of left and jaw characteristic point. 

 

Correlations when uttering [Wabinureba] on different days and
at different times (Left characteristics point). 

 1 Eve 2 Mor 2 Eve 3 Mor 3 Eve 4 Mor 4 Eve

1 Mor 0.997 0.981 0.991 0.996 0.973 0.973 0.993

1 Eve  0.975 0.982 0.995 0.969 0.967 0.988

2 Mor   0.993 0.985 0.998 0.999 0.997

2 Eve    0.993 0.989 0.990 0.998

3 Mor     0.983 0.979 0.994

3 Eve      0.998 0.992

4 Mor       0.993

Correlations when uttering each phrase of resembling 
vowel of left and jaw characteristic point. 
  Amanohara(Left) Amanohara(Jaw)
Amatsukaze(Left) 0.957   
Amatsukaze(Jaw)   0.957 

ヘッダー 

 ― 5 ― 

複数の話者間における発話認識が可能であると考え

られる．  

 
Fig. 5  Trajectory of lip movement by each subject.(Wabinureba, Left 

characteristics point) 

Fig. 6  Power spectrum of the trajectory of lip movement when uttering 
Wabinureba by each subject.(Left characteristics point) 

Table 5 Correlations when uttering Wabinureba between each subject. 
(The left characteristic point) 

Correlations when uttering same phrase between each subject.
(The left characteristics point) 

 Wabinureba（２）  Wabinureba（３）

Wabinureba（１）  0.988 0.973 

Wabinureba（２）   0.982 
 

Table 6 Correlations when uttering Amanohara between each subject. 
(The left characteristic point)  

Correlations when uttering same phrase between each subject. 
(The left characteristic point) 

 Amanohara(2) Amanohara(3) 

Amanohara(1) 0.947 0.967 

Amanohara(2)  0.839 

 
Table 7 Correlations when uttering Morotomoni between each subject. 

(The left characteristic point) 

Correlations when uttering same phrase between each subject. 
(The left characteristic point) 

 Morotomoni(2)  Morotomoni(3) 

 Morotomoni(1) 0.991 0.983 

 Morotomoni(2)  0.983 

5.3 異なる日時における検証 

 ここでは，異なる日時の発話における実験結果を

示す．具体的には朝と夜に一回ずつ発話したものを

４日分，計８回であり，例示する上の句として「わ

びぬれば」を無作為に選択した．Fig.7 では，８日分

の朝における口唇の動作履歴を示し，Fig.9 では，夜

における口唇の動作履歴を示す。Fig.8 と Fig.10 は，

Fig.7,9 に対応する口唇動作スペクトルを示す．Table 
8 は各日・時間における相関関係を示したものである．

尚，5.1 および 5.2 では被験者３名の結果について記

述したが，被験者３名ともに同様の傾向を示したの

で，ここでは被験者１の実験結果を代表例として報

告した．  

Fig. 7  Trajectory of lip movement when uttering Wabinureba. 
(Morning, Left characteristics point) 

Fig. 8  Power spectrum of lip movement when uttering 
Wabinureba. (Morning, Left characteristics point) 

Fig. 9  Trajectory of lip movement when uttering Wabinureba. 
(Night, Left characteristics point) 

Fig. 10  Power spectrum of lip movement when uttering 
Wabinureba. (Night, Left characteristics point) 

口唇特徴点動作のパワースペクトルの相関を用いた非発声の発話認識手法の可能性に関する検討
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Fig.7 および Fig.9 に示すよう，同一話者の同一の

上の句における発話であっても，その発話のタイミ

ングおよび区間は，日時によって異なる．しかし，

特徴点の動作履歴が固有の動作を持つことは変わら

ない．その結果，計８個の動作履歴から得られるパ

ワースペクトルの相関係数は Table 8 に示すよう，全

体を通して 0.9 以上の値を計測し，日時が異なる発話

であっても安定して強相関が得られることを示した． 
 

Table 8  Correlations of when uttering [Wabinureba] on different days and 
at different times (Left characteristics point). Mor.:Morning,Eve.:Eveneing 

 
5.4 似通うおよび同一の上の句間の検証 

百人一首すべての上の句を解析していく上で，母

音列の構成が同一である上の句の数は少ないが，似

通う母音列で構成されている上の句は多い．このよ

うな似通う母音列を動作履歴としてもつ上の句間で

は，その内の一つの母音において動作が大きく異な

っていたとしても，動作履歴全体は類似した動作履

歴を辿ることに変わりはなく，異なる上の句間であ

っても似通うパワースペクトルを計測してしまう．

ここでは，共通の母音が多い似通う母音列構成の上

の句間として「あまつかぜ」と「あまのはら」，全く

同一の母音列構成をもつ上の句間として「あうこと

の」と「はるのよの」を例として結果を示し，これ

らの上の句間における発話認識の検証を行う．尚，

ここでも５ .３と同様に，他の被験者も同様の結果で

あったので、代表として被験者１の実験結果を報告

する．似通う母音列指標である，「あまつかぜ」と「あ

まのはら」における，左端端特徴点での動作履歴を

Fig.11 に示し，下顎端特徴点における動作履歴を

Fig.12 に示す．また，それぞれの口唇動作スペクトル

を Fig.13，Fig.14 に示す．そして，左端特徴点と下顎

端特徴点における相関関係を Table 9 に示す．また，

同一の母音列指標である，「あうことの」と「はるの

よの」における，左端特徴点における動作履歴を

Fig.15 に示し，下顎端特徴点における動作履歴を

Fig.16 に示す．同様に，それぞれの口唇動作スペクト

ルを Fig.17，Fig.18 に示す．そして，左端特徴点と下

顎端特徴点における相関関係を Table 10 に示す．  
 
 
 

 
 

Fig. 11  Trajectory of the left characteristics point when 
uttering resemble vowels (Amatsukaze and Amanohara) 

Fig. 12  Trajectory of the jaw characteristics point when 
uttering resemble vowels (Amatsukaze and Amanohara) 

Fig. 13  Power spectrum of the trajectory of the left 
characteristics point when uttering resemble vowels 

(Amatsukaze and Amanohara) 

Fig. 14  Power spectrum of the trajectory of the jaw 
characteristics point when uttering resemble vowels 

(Amatsukaze and Amanohara) 

Table 9  Correlations when uttering each phrase of resembling 

 vowel of left and jaw characteristic point. 

 

Correlations when uttering [Wabinureba] on different days and
at different times (Left characteristics point). 

 1 Eve 2 Mor 2 Eve 3 Mor 3 Eve 4 Mor 4 Eve

1 Mor 0.997 0.981 0.991 0.996 0.973 0.973 0.993

1 Eve  0.975 0.982 0.995 0.969 0.967 0.988

2 Mor   0.993 0.985 0.998 0.999 0.997

2 Eve    0.993 0.989 0.990 0.998

3 Mor     0.983 0.979 0.994

3 Eve      0.998 0.992

4 Mor       0.993

Correlations when uttering each phrase of resembling 
vowel of left and jaw characteristic point. 
  Amanohara(Left) Amanohara(Jaw)
Amatsukaze(Left) 0.957   
Amatsukaze(Jaw)   0.957 

齋藤　翼・大城政人・尾上　拓・笠原篤之・新川達矢・山田光穗

－ 41－
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ロソフト社 Excel 2007 を用いた．  
 
5.5.2 ｔ検定  
一被験者が同一および異なる上の句を発話した際，

その相関係数が有意的な差であるかを調べるためｔ

検定を行った．  
帰無仮説「 2 群の母平均値に差はない」であり，

対立仮説「2 群の母平均値に差がある」である．  
一被験者の同一上の句間における相関データを 13

個と，異なる上の句間における相関データを 13 個用

い，データ数の総数は計 26 個である．他の被験者も

同様の結果であったので，ここでは，被験者 1 のパ

ワースペクトルの相関係数を用いた．その結果，計

測されたｔ値は 10.68 であり，このデータを対象とし

た 5%有意水準の棄却域境の値は 2.06 である．計測値

が棄却域を超えたので帰無仮説は棄却され，同一話

者が同一の上の句を発話した際の相関係数と，異な

る上の句を発話した際の相関係数には有意的な差が

あるという傾向を示し，これら相関係数の高低差を

用いて発話認識を行うことができることを示すこと

ができた．  
また，同様に被験者 1 について朝と夕の発話認識

において，同一の上の句を発話した際に得られるパ

ワースペクトルの相関データが，安定して強相関と

いえる係数が得られるのかを調べるため，ｔ検定を

行った．  5.3 で述べた「わびぬれば」の朝４回分・

夕４回分の発話データを用いる．この朝４回分の発

話データ間の相関データ６個と，夜４回分の発話デ

ータ間の相関データ６個を用い，データ数の総数は

計 12 個である．その結果，計測されたｔ値は－0.12
であり，このデータを対象とした 5%有意水準の棄却

域境の値は 2.226 である．計測値が棄却域を超えない

ので帰無仮説は棄却されず，朝４回分の発話データ

と，夜４回分の発話データにおける相関データの平

均値には差がないということになり，発話する時間

や日にちによらず，安定して強相関が得られる傾向

があることを示した．なお，ｔ検定にはマイクロソ

フト社 Excel 2007 を用いた．  
 

6. 実験結果および検討 
 
今回の実験では，百人一首から一部の上の句を用

い，あえて同じ語数のみを用いたとき認識可能か，

同じ個人でも日にちや昼夜など発話時間を変えたと

きに変動が生じるか，また，本方式で認識が困難な

単語対はあるのかすなわち本方式の限界について検

討した．その結果，本報告で得られた成果を以下に

まとめる．  
(1) 単一の特徴点のみで発話認識を行う場合，特

に今回のように語数が同じ場合に，誤認が発生する

可能性が示唆された．しかしながら，左端特徴点と

下顎端特徴点の二点を併せて相関解析を行うことに

より，誤認の回避を行い，複数の単語に対する発話

認識が行える可能性を示した．  
(2) 同一母音列発話時は，発話者によらず，また

同時に発話された子音の構成が異なるにもかかわら

ず，全体のパワースペクトルの相関係数が安定して

高い値を計測した．これにより，発話者を限定しな

い認識システムを構築できる可能性を示した．  
(3) 一個人の口唇動作においても，発話する日時

が異なることで動作履歴も異なるが，同一母音列発

話時は固有の動作を持つことに変わらず，そのパワ

ースペクトルの相関係数が安定して高い値を計測し

た．これにより，発話者が発話時間を意識して発話

する必要がなく，頑強な発話認識システムの構築が

行える可能性を示した．  
(4) 口唇特徴点の動作履歴をフーリエ変換したス

ペクトル相関を用いて，話者を問わず，良好な識別

のできる単語がある一方で，パワースペクトルが似

通うことにより，発話された単語の識別が困難な場

合も存在することが示された．しかし，この様な単

語に対しても，鉄道・道路など発話されている分野

や騒音下の工場や工事現場で使用されている環境に

関わる知識情報，使われる可能性のある単語など解

析に用い条件を絞ることで，発話認識が可能である

と考えられる．  
(5) 各検定の結果より，3 人の発話者の比較から，

同一の単語間におけるパワースペクトルの相関係数

が安定して高い値を示し，異なる単語を発話した際

の相関係数が発話認識を行ううえで有意的な差を持

っていることを示した．これらのことから，話者が

変わっても，何れかの母音列を発話したかをパワー

スペクトルの相関関係から識別できることを示し，

本手法を用いて発話認識装置で実現できる可能性を

示した．  
 

7. むすび 
 
 本論文では，音声を伴わない発話認識システム

の構築を実用化する際に検討が必要な，発話者間の

識別，同一発話者内での安定性，本方式の限界につ

いて，識別が難しい同一文字数の母音列を対象とし

て検討した．その結果，単語発話動作のパワースペ

クトルの相関関係を比較することで発話者によら

ず，また同一被験者が日にちを変えても安定して，

発話認識が行えるという可能性および有効性を示

すことができた。しかし，これらの実験結果は３名

の被験者からなるデータを基としたものである．よ

って今後は，より多くの数日間分における発話デー

タ，並びに被験者数を増加した実験を行い，本手法

における信頼性のさらなる向上を目的として検証

を続けていく． 

 

謝辞 
本研究は科研費(22500112)の助成を受けたもの

である．ここに深く謝意を表する． 
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Fig. 15  Trajectory of the left characteristics point when uttering same 
vowels (Aukotono and Harunoyono) 

Fig. 16  Trajectory of the jaw characteristics point when uttering same 
vowels (Aukotono and Harunoyono) 

Fig. 17  Power spectrum of the trajectory of the left characteristics 
point when uttering same vowels (Aukotono and Harunoyono) 

 
Fig. 18  Power spectrum of the trajectory of the jaw characteristics 

point when uttering same vowels (Aukotono and Harunoyono) 

 

Table 10 Correlations when uttering each phrase of same vowels of left 
and jaw characteristic point. 

 

 

Fig.11 および Fig.12 に示す似通う母音列の上の句間

における口唇動作履歴グラフより，各母音発話時の

動作履歴が全体的に似通っていることがわかる．ど

ちらの特徴点においても似通う口唇の動作履歴をも

つことで，パワースペクトル（動作特徴）も似通っ

てしまい，その相関係数は，左端特徴点および下顎

端特徴点ともに非常に高い値を計測することが Table 
9 に示されている．また，Fig.15 と Fig.16 に示す同一

母音列の上の句間における口唇動作履歴グラフより，

５つの発話母音すべてが同じであることで，口唇の

動作履歴がほぼ一致してしまうことがわかる．これ

らのパワースペクトルの相関係数は，似通う上の句

間と同様に非常に高い値を計測することが Table 10
に示されている．このように，口唇の動作履歴が同

一および似通う上の句間では，各特徴点におけるパ

ワースペクトルの相関係数が高い値を示すため，相

関関係からでは発話した内容を識別することは困難

である．よって発話認識を行う際に，百人一首を例

とすると，次の句を解析に用いて候補を絞ったり，

競技会等では，既に読まれている句を参考にして候

補を絞るといった，他の要素と組み合わせて解析す

る必要があると考えられる．  
 ここで示したように，日本語には，全く同じ母音

列の異なる単語が存在する．例えば，我々が行って

いる駅名認識で用いられる小田急線の「はだの」「や

まと」はどちらも母音は「ああお」である．しかし，

それぞれ，小田原線と江ノ島線という別の路線上の

駅である．したがって，母音認識だけで日本語の全

ての単語を識別することは困難であるが，路線など

の情報，使用環境の情報，前後の発話の文脈を考え

ることにより絞り込みは可能である．我々はここで

あげた例のように口唇動作による母音認識の課題を

認識して，アルゴリズムを組んでいくことにより，

様々なアプリケーションに適用が可能になると考え

ている．  
 
5.5 検定結果  
5.5.1 F 検定  
各話者が同一の上の句を発話した際に，安定して

高い相関係数を得ることができるのかを調べるため

検定を行い，パワースペクトルの相関係数について

被験者３者間のデータの分散が等しいか否かを確認

するため F 検定を使用した．  
帰無仮説「各群の母平均値は等しい」であり，対

立仮説「各群の母平均値は等しくない」である．  
被験者 1 人あたり，同一の上の句の発話における

相関データとして 13 個使用した。従って，したがっ

てデータ数の総数は３名で計 39 個であった．その結

果，計測された F 値は 1.33 であり，このデータを対

象とした 5%有意水準の棄却域境の値は 3.23 であっ

た．「3 人の被験者間の同一の上の句の発話時のパワ

ースペクトルの相関係数値の平均に差はない」とい

う結論が得られ，計測値が棄却域を超えないので帰

無仮説は棄却されず，各話者が同一の上の句を発話

する際，その相関は安定して高い相関係数を得る傾

向があることを示した．なお，統計解析にはマイク

Correlations when uttering each phrase of same vowel of 
left and jaw characteristic point. 

Harunoyono(Left) Harunoyono(Jaw)
Aukotono(Left) 0.942 
Aukotono(Jaw) 0.885 

口唇特徴点動作のパワースペクトルの相関を用いた非発声の発話認識手法の可能性に関する検討

－ 42－
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ロソフト社 Excel 2007 を用いた．  
 
5.5.2 ｔ検定  
一被験者が同一および異なる上の句を発話した際，

その相関係数が有意的な差であるかを調べるためｔ

検定を行った．  
帰無仮説「 2 群の母平均値に差はない」であり，

対立仮説「2 群の母平均値に差がある」である．  
一被験者の同一上の句間における相関データを 13

個と，異なる上の句間における相関データを 13 個用

い，データ数の総数は計 26 個である．他の被験者も

同様の結果であったので，ここでは，被験者 1 のパ

ワースペクトルの相関係数を用いた．その結果，計

測されたｔ値は 10.68 であり，このデータを対象とし

た 5%有意水準の棄却域境の値は 2.06 である．計測値

が棄却域を超えたので帰無仮説は棄却され，同一話

者が同一の上の句を発話した際の相関係数と，異な

る上の句を発話した際の相関係数には有意的な差が

あるという傾向を示し，これら相関係数の高低差を

用いて発話認識を行うことができることを示すこと

ができた．  
また，同様に被験者 1 について朝と夕の発話認識

において，同一の上の句を発話した際に得られるパ

ワースペクトルの相関データが，安定して強相関と

いえる係数が得られるのかを調べるため，ｔ検定を

行った．  5.3 で述べた「わびぬれば」の朝４回分・

夕４回分の発話データを用いる．この朝４回分の発

話データ間の相関データ６個と，夜４回分の発話デ

ータ間の相関データ６個を用い，データ数の総数は

計 12 個である．その結果，計測されたｔ値は－0.12
であり，このデータを対象とした 5%有意水準の棄却

域境の値は 2.226 である．計測値が棄却域を超えない

ので帰無仮説は棄却されず，朝４回分の発話データ

と，夜４回分の発話データにおける相関データの平

均値には差がないということになり，発話する時間

や日にちによらず，安定して強相関が得られる傾向

があることを示した．なお，ｔ検定にはマイクロソ

フト社 Excel 2007 を用いた．  
 

6. 実験結果および検討 
 
今回の実験では，百人一首から一部の上の句を用

い，あえて同じ語数のみを用いたとき認識可能か，

同じ個人でも日にちや昼夜など発話時間を変えたと

きに変動が生じるか，また，本方式で認識が困難な

単語対はあるのかすなわち本方式の限界について検

討した．その結果，本報告で得られた成果を以下に

まとめる．  
(1) 単一の特徴点のみで発話認識を行う場合，特

に今回のように語数が同じ場合に，誤認が発生する

可能性が示唆された．しかしながら，左端特徴点と

下顎端特徴点の二点を併せて相関解析を行うことに

より，誤認の回避を行い，複数の単語に対する発話

認識が行える可能性を示した．  
(2) 同一母音列発話時は，発話者によらず，また

同時に発話された子音の構成が異なるにもかかわら

ず，全体のパワースペクトルの相関係数が安定して

高い値を計測した．これにより，発話者を限定しな

い認識システムを構築できる可能性を示した．  
(3) 一個人の口唇動作においても，発話する日時

が異なることで動作履歴も異なるが，同一母音列発

話時は固有の動作を持つことに変わらず，そのパワ

ースペクトルの相関係数が安定して高い値を計測し

た．これにより，発話者が発話時間を意識して発話

する必要がなく，頑強な発話認識システムの構築が

行える可能性を示した．  
(4) 口唇特徴点の動作履歴をフーリエ変換したス

ペクトル相関を用いて，話者を問わず，良好な識別

のできる単語がある一方で，パワースペクトルが似

通うことにより，発話された単語の識別が困難な場

合も存在することが示された．しかし，この様な単

語に対しても，鉄道・道路など発話されている分野

や騒音下の工場や工事現場で使用されている環境に

関わる知識情報，使われる可能性のある単語など解

析に用い条件を絞ることで，発話認識が可能である

と考えられる．  
(5) 各検定の結果より，3 人の発話者の比較から，

同一の単語間におけるパワースペクトルの相関係数

が安定して高い値を示し，異なる単語を発話した際

の相関係数が発話認識を行ううえで有意的な差を持

っていることを示した．これらのことから，話者が

変わっても，何れかの母音列を発話したかをパワー

スペクトルの相関関係から識別できることを示し，

本手法を用いて発話認識装置で実現できる可能性を

示した．  
 

7. むすび 
 
 本論文では，音声を伴わない発話認識システム

の構築を実用化する際に検討が必要な，発話者間の

識別，同一発話者内での安定性，本方式の限界につ

いて，識別が難しい同一文字数の母音列を対象とし

て検討した．その結果，単語発話動作のパワースペ

クトルの相関関係を比較することで発話者によら

ず，また同一被験者が日にちを変えても安定して，

発話認識が行えるという可能性および有効性を示

すことができた。しかし，これらの実験結果は３名

の被験者からなるデータを基としたものである．よ

って今後は，より多くの数日間分における発話デー

タ，並びに被験者数を増加した実験を行い，本手法

における信頼性のさらなる向上を目的として検証

を続けていく． 
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Abstract 

 This paper reports on an ongoing writing program for second-year university students at the School of Information and 
Telecommunication Engineering at Tokai University. For this specific writing course, two teachers are responsible for teaching 
a twice-a week class, one with a focus on accuracy and the other an emphasis on fluency. In the class with in charge of accuracy, 
the instructor focusses on the structures and forms of writing in English. In the fluency class, the teacher puts the stress on the 
paragraph and the process of writing a paragraph: the structure, pre-writing, writing, and editing. On top of this, in the fluency 
class, timed-writing and free-writing are included to assist in alleviating possible symptoms of anxiety related to writing in 
English. A questionnaire given in the middle of the semester revealed that approximately two-thirds of the students felt their 
writing skills have developed due to the instruction of the classes, and almost 70 percent of them answered they are making a 
conscious effort to focus on form when writing in English.  
 
Keywords: English Education, Paragraph Writing, Accuracy and Fluency  
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1．はじめに 
 

東海大学情報通信学部における 2011 年度までの入学

生は、「英語コミュニケーション：リスニング」「同：ス

ピーキング」「同：リーディング」「同：ライティング」

というスキル別の 4 科目を必修科目として第１セメスタ

ーから第 4 セメスターまで 1 科目ずつ順番に履修するこ

とになっている。スキル別とはいっても、どの科目でも

他の 3 スキルの学習も部分的に取り入れているが、本格

的に学生がライティングに集中して学習するのは、２年

次秋セメスターが初めて、ということになる。  

 情報通信学部では、2008 年の学部開設当初より、まず

第 1 セメスターで「学習習慣」と「学習意欲」をつけ、

習熟度別クラス編成で「わかる指導」を行う、という方

針のもとで英語教育を継続してきた 1)。 また、学部の目

標である「IT エンジニアとして卒業後即戦力になる英語

力の育成」を目指すため、一般英語に加え、理系英語の

導入を取りいれた指導を行ってきた 2)。4 つの英語コミ

ュニケーション科目すべてにおいて、毎学期終了時に授 

 

*1 高輪教養教育センター准教授 
   Takanawa Liberal Arts Education Center, 

Associate Professor 
 

業内容やプログラム全体を見直し、翌年には改善を加え

運営を行ってきた。 

英語コミュニケーション科目の最終科目となる「英語 

コミュニケーション：ライティング」では、「正確に伝え

る英文作成」と「論理的文書の作成」のふたつをテーマ

に掲げ運営にあたってきた。しかしながら 2012 年度入学

生から新カリキュラムに移行することになり、科目名称

や内容が変更となるため、「英語コミュニケーション：ラ

イティング」の開講は 2011 年度入学生 2 年次生が受講す

る 2012 年度秋セメスターが最後ということになった(再

履修としての開講を除く）。新カリキュラムでは、今まで

のスキル別４科目が「リスニング＆スピーキング」「リー

ディング＆ライティング」というように、ふたつずつの

スキルを組み合わせた科目編成となる。カリキュラム移

行になっても情報通信学部の目指す英語教育の目標には

変更がないが、ライティング学習は従来の第 4 セメスタ

ーより大幅に前倒しで始めることになるため、ライティ

ング指導に関して全体的な見直しが必要になった。 

 本稿は、2012 年度秋セメスターに実施中の「英語コミ

ュニケーション：ライティング」の運営を記録し、学期

折り返し時点に行った学生アンケートの結果を分析する 

ことによって、次年度からの新科目「リーディング＆ラ 

イティング」の企画運営に役立てるための報告である。 
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